
 

 

 

 

 

 

たすけあい名古屋は「あいち福祉ネット」「なごや福祉ネット」「移動ネットあいち」と

地域のNPO仲間とネットワークを組み、いろいろな活動に取り組んでいます。 

目的を同じくする法人として、地域の福祉の質の向上に向け、情報と問題意識の共有、相

互研鑽等を通してサービスの質の向上を目指しています。 

さらに、介護保険制度の充実、運用の適正化を図るために国、県、市に対して適切な提

言を行える団体となれるように努力しています。 

 

愛知県内の１５のＮＰＯ法人をメンバーとする「あいち福祉ネット」では、平成 26 年

にモリコロ基金よりの助成を受けて、小学生への認知症教育を手掛ける活動を行っていま

す。9 月 25 日に大府市立石ケ瀬小学校、10 月 17 日に一宮市立北方小学校のご理解を

得て、4・5年生を対象に紙芝居を使った認知症教育を開始しました。これは認知症サポー

ターキャラバン活動の一環として行い、話を聞いてもらった小学生、約３００人に認知症

サポーターの証であるオレンジリングを配りました。紙芝居が終わってからの質問コーナ

ーでは、介護のベテランの方でさえも答えに窮するような鋭い質問も出る場面もありまし

た。 

 

さて、紙芝居ですが、当初は東京葛飾区の社協が作成

した紙芝居を使うことを想定していたのですが、愛知版

を作りたいねとの声が強く、あいち福祉ネットのオリジ

ナル紙芝居を作ることとなりました。なぜ認知症になる

の？ なるとどうなるの？ といった基本的な質問に答

えられる内容を織り込み、また、話を聞いた小学生が、

認知症の人にどのように接してゆけば良いんだろうか？、

といった事を考えるきっかけを提供する内容のものが出

来ました。ストーリーは一宮の「まごころ」、絵は瑞穂の

「すけっとファミリー」の方がボランティアで手作りし

てくれたものです。紙芝居は「あいち福祉ネット」メン

バーがそれぞれ声優としての役割を分担しています。 

 

大府、一宮に続き名古屋市内での実施についてはメン

バーが夫々近隣の小学校と相談を進め、「たすけあい名古

屋」も地域での認知症理解の向上に向け活動していきま

す。来年度は鳴子小学校などでもご紹介する予定です。 

 

（代表理事 西川 達夫） 
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  福 祉 ネ ッ ト の 仲 間 た ち 

  ― 紙芝居で認知症教育 － 

小学生と祖父を通して、認知症に

対しての理解を得る紙芝居 



 

名古屋市子ども青少年局西部児童相談所 相談調整係 副係長 鈴木 香子 

8月から9月の間の 5日間、私は名古屋市役所のNPO派遣研修の受講生として、 

「たすけあい名古屋」に伺いました。「鳴子のおひさま」、「デイサービス鳴子」、「チャレン

ジド・プラザなるこ（現 障がい者総合支援「かるむ」と「のん・たんと」）」での活動体験

をはじめ、天白福祉会館の見学、健康体操教室、卓球教室の参加、移動サービスの車両へ

の同乗などをさせていただきました。スタッフの皆さんにも利用者の皆さんにも温かく迎

えていただき感謝しております。 

 

私が「たすけあい名古屋」を派遣先に希望したのは、鳴子町を

通りかかると看板を目にすることが多く、「どんな活動をしている

ところなのだろうか？」という興味をもともと持っていたことと、

天白福祉会館の指定管理者となっていることを知り、名古屋市直

営時代に私は他区の福祉会館に配属されており、現在の福祉会館

がどのように運営されているのか知り

たかったということからでした。 

 

実際に体験活動等に入らせていた

だき、その活動の幅広さとスタッフの

皆さんの志の高さを目の当たりにし、

NPO 法人としての使命感、責任感を

もった運営をされており、感銘を受け

ることばかりでした。健康体操教室は、私自身ができることなら

週 2 回参加したいと思えるほどの効果を体感させていただきま

した。私が福祉会館に勤務していたのは 20 年以上前ですが、当

時は趣味講座がメインの「元気な高齢者が低額で楽しめるカルチ

ャーセンター」という感じでした。そういったマンネリを打破し

て、健康体操教室を増やしていきたいという館長のお言葉に、時

代の流れと共に公的な施設の役割も変わっていくべきだというこ

とを感じました。 

 

私は児童相談所で相談員をしていますが、今の社会は変化が早すぎて、

少しのミスも許されないと思い悩んで孤立する人々が多いことを、日々の相談業務の中で

感じています。たすけあい名古屋の設立目的である「困ったときは、お互いさまの気持ち

で、お互いが支え合うことにより、安心して暮らすことのできる地域社会をつくること」

が、広く社会全般に実現できるよう、私も微力ではありますが、日々の業務の中で取り組

んでいきたいと思います。 

 

10 月 19 日に開催されたなるこ祭りは、大勢の方々が来場されとても賑やかでし

た。私は少々お手伝いをさせていただいただけにも関わらず、おいしいうどんやみた

らしをごちそうになり、バザーで掘り出し物を見つけ、楽しいひと時を過ごさせてい

ただきました。実習でお世話になった5日間と併せ、本当にありがとうございました。 

  

ＮＰＯ派遣研修に参加して 

たすけあい名古屋 

本部事務所内 

鳴子のおひさま 

デイサービス鳴子 

健康体操教室 



 

 

 

 

 

 

 浅井 計彌・信子  

 木曽川は静かに流れていた。少し白っぽく見えた。 

 つい先に爆発した御嶽山の火山灰だという。大河であるだけに

水害にかかわる歴史が多く語られている。 

“ 輪中高屋、助命壇、治水神社 ” 等々。知るにつけ先人たちの

苦闘が偲ばれる。 

治水二十四義士の奮闘精神には感動を呼び起される。それだけに桑名と鹿児島との友情

は固く結ばれている。 

海蔵寺には、二十四義士の墓がありそれぞれの名が刻まれている。  

「虎死して皮を残し、人死して名を残す」と後世に伝えている。 

馬齢を重ねていく中、改めて良い教訓になった。小さな旅で大きな収穫 

があった。 

 

✿参考…宝暦三年、徳川幕府は薩摩藩の財政弱体を狙い木曽三川の治水工事を命じた。 

平田靭負（ゆきえ）を総奉行に約千名が必死で働き一年余で工事は完成したが、 

病死者、自害者が出た。海蔵寺は桑名市にあり、平田靭負を始め自害した二十四名の墓がある。 

 

 

  

 

１０月１９日（日）今年も、なるこふれあい祭りを開催させていただきました。 

今年は、秋晴れの中、本当に大勢のお客様にお越しいただいて、にぎやかなお祭りにな

りました。 

 素晴らしいサックス演奏をスタートに、バザー、出店、ワークショップで作品作りと、

皆様思い思いに過ごされました。今年は、ご利用者も大勢参加され、ご家族と一緒に顔を

見せてくださった方もありました。外の空気に触れながら食べるうどんやカレーは、おい

しいですね！ 水ふうせんや輪投げコーナーは、歓声を上げる子供さんで、にぎわっていま

した。普段は一緒にできないご利用者との買い物をしたり、たませんやおだんごを一緒に

ほおばったりと、スタッフも楽しく過ごさせていただきました。 

 お祭りにお越しくださった皆様、ご協力いただいた関係者の皆様、本当にありがとうご

ざいました。             （デイサービス鳴子 管理者 須原 久美子） 

 

   

 

 

 

   

利用者さんの玉手箱☆…「たすけあい名古屋」をご利用くださっている 

利用者さんのコーナーです。利用者さんにも通信に参加して頂くため、俳句、和歌、詩、 

短編小説、また「たすけあい名古屋」に対するご意見ご要望、などご紹介していきます。 

「小さな秋の旅」 

「なるこふれあい祭り」だより 

お
祭
り
当
日
ス
ナ
ッ
プ 

素敵なサックス演奏 



 

 

柵木（ませぎ）緑区長 おひさまカフェへ 

  10 月 27日、緑区長の柵木氏が「おひさまカフェ」にいらっしゃいました。 

8月から11月にかけては、名古屋市立

大学の医・薬・看護学部と名古屋学院大学

リハビリテーション学部の学生さんもスタ

ッフとして加わっており、ご利用者や学生

さん方にもきさくに声を掛けられ、いつも

とは違った緊張感の中にも和やかな雰囲気

のカフェでした。 

地域の方々のたまり場としての「おひさ

まカフェ」、皆さまも是非いらして下さい。 

「おひさまカフェ」毎週水曜日 14：00～16：00  鳴子のおひさま 食堂にて  

（担当 長田 加奈子） 

スポーツ吹矢教室開催のご案内 

 ５ｍ先の的に向かって「フー」とひと吹き、６㎝～１２㎝円内に当たると 

“やったあ”と大興奮！スカッとし、日頃のストレスも解消。そんな「誰でも簡

単に楽しめ、腹式呼吸法による健康づくり」にも大いに注目されているスポーツ

吹矢を来る平成２７年１月から開催いたします。先ずは体験会（１月と２月それ

ぞれ２回予定、詳細は次号にて）に是非ご参加ください。お待ちしております。 

（健康体操・卓球クラブ・グラウンドゴルフ担当 吉葉 俊治） 

 

 

 

ホームページをご覧ください 

たすけあい名古屋 検索 

 

特定非営利活動法人（認定ＮＰＯ法人）たすけあい名古屋   代表理事 西川 達夫 

〒４５８－００４１ 名古屋市緑区鳴子町四丁目１３番地 愛知県住宅供給公社鳴子第１住宅 

TEL ０５２－８９９－０８３３  FAX ０５２－８９９－０８００ 

Eメールアドレス：info@tasukeainagoya.com 

 

トピックス 

もちつき大会 

 昨年度大好評でした「もちつき大会」を今年も開催

します。皆さん一緒に楽しみましょう！ 

日時 １２月１３日（土）１１：００～１４：００ 

場所 鳴子団地８０棟の中庭 

協力金 １００円（予定） 

   ✿あんころ餅、きなこ餅などのおいしいお餅、 

また大学生によるプログラムもあります。 

鳴子地域 

福祉・文化交流会 ご案内 
日 時 １１月３０日（日） 

    ９：３０～１３：００ 

場 所 鳴子台中学校 講堂 

内 容 なごやかモデルのご紹介、

地域福祉講演会、 

総踊り（鳴子調）等 

主催：鳴子学区推進協議会 
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